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１．緒言 
 野球は守備側と攻撃側に分かれ，投手が本塁
上へ投げる球を打者がバットで打つスポーツ
であり，通常 9 イニングで得点を競い合う競技
である．野球の醍醐味は打つことだと言え，バ
ッティングで成績を残すためには，選手の体格
やフォーム，筋力，動態視力や空間知覚能力な
どの視覚機能，タイミングなど様々な要因があ
る．その中で筆者はスイングスピードに着目し
た．スイングスピードとはインパクト時のバッ
トの芯の速度のことで，このスピードが早けれ
ば早いほど打った時の衝撃が強く，打球を遠く
へ飛ばす事ができると考えられている（奥野ほ
か，2013）．そこで本研究では，スイングスピ
ードが，打者の打撃成績にどのように関係して 
いるのか明らかにすることを目的とした． 
２．研究方法 
 本大学の硬式野球部に所属している A チー
ムの野手 5 人を被験者とし，バッティングに魅
力を感じた選手を 4 年から 3 人，2 年から 1
人，1 年から 1 人選出した．スイングスピード
の測定は，PRGR スピード測定器 NEWRED 
EYESPOCKET を用いた．機械はインパクト
の位置から 1 メートル離し，高さは打者の真ん
中に設定した．測定はその場でのスイングとテ
ィーバッティングの 2 種類で，5 回ずつ測定し
た．選手の打撃成績は本大学が所属している京
滋リーグのリーグ戦 10 試合を参考にした． 
３．結果及び考察 
 スイングスピードを測る際，集中して自分の
いい状態をイメージしてスイングする場合に
速いスイングができる選手と来た球に対して
標準を合わせて振り抜く場合に速いスイング
ができる選手の 2 つのタイプの選手がいるこ
とがわかった．また 2 つの測定方法でスイング
スピードに差が大きく違う選手と差が少ない 
選手がいることがわかった（表 1）． 
表 1．2 つのタイプのスイングスピードの 

平均の差 

 2 つの測定でスイングスピードの変動が少
なく，どの状況でも一定のスイングができる選
手はバッティングで安打数が増え，安定した結
果を残せることがわかった．また，スイングス
ピードが速ければ球を見る余裕が生まれ，スト
ライク，ボールを選ぶことができるため，打撃
成績で四球が増え，出塁率の向上に繋がること
がわかった．その他にもスイングスピードが速
いと打撃で長打のバッティングが期待できる
ことがわかり，スイングスピードが速ければ好
成績を残しやすく，バッティングには重要なこ
とだと考えられる．しかし，ただ速ければ良い
のではなく，安定して同じスピードのスイング
をすることが好成績を残し続けるためには重
要な事だと考えられる．速くてもスイング時に
バラツキがあるということは，同じスイングを
できていないということになるため，バッティ
ング時にもバラツキが生まれてしまう可能性
がある．バラツキがあると，打席ごとにスイン
グが変わってしまう恐れがあるため良い成績
を残す可能性が低くなる．これらのことから，
打撃の成績で，ヒット性の当たりを増やすこと
や，打つ確率を上げるには安定したスイングス
ピードが必要に考えられる． 
４．結論及び今後の課題 
 ①スイングスピードが速いと打率，出塁率，
長打率など良い打撃成績を残しやすい． 
②バラツキが少なく，一定のスイングスピード
でスイングができると，安定した結果が残しや
すい．スイングスピードと打撃成績の研究から，
スイングスピードの重要性がわかったので，ス
イングスピードを向上させるために最適な練
習方法を見つけることを，今後の課題とする． 
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A 120 ㎞ 129．6㎞ ＋9．6 
B 120．8 ㎞ 117．6㎞ －3．2 
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